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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　半導体基板に行方向とこれに直交する列方向に配設された複数の光電変換素子と、前記
複数の光電変換素子に蓄積された電荷に応じた信号を出力する複数の出力部とを含む固体
撮像素子を有するデジタルカメラであって、
　前記複数の出力部の出力ばらつきを補正するための補正データを算出する補正データ算
出手段と、
　前記複数の出力部から出力される信号を、前記補正データを用いて補正する補正手段と
を備え、
　前記複数の光電変換素子が配置される領域は、前記複数の出力部に対応して複数のブロ
ックに分割され、
　前記複数のブロックは、それぞれ前記補正データを算出するための補正用光電変換素子
が配置された補正領域を有し、
　前記複数のブロックの有する複数の補正領域は、それぞれ前記複数のブロックの境界に
おいて他の補正領域と連続する連続領域を含み、
　前記連続領域上方には、前記連続領域に結像する被写体像をぼかすためのぼかし部材が
配置され、
　前記補正データ算出手段は、前記複数の出力部から出力される、前記連続領域に配置さ
れる補正用光電変換素子からの信号に基づいて前記補正データを算出するものであるデジ
タルカメラ。
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【請求項２】
　請求項１記載のデジタルカメラであって、
　前記連続領域には、前記行方向に配設された光電変換素子行が、前記列方向に複数含ま
れており、
　前記補正データ算出手段は、前記複数の出力部から出力される前記複数の光電変換素子
行からの信号に基づいて、前記複数の出力部の出力ばらつきを補正するための単位補正デ
ータを前記複数の光電変換素子行毎に算出し、当該算出した複数の単位補正データを用い
て、前記補正データを算出するものであるデジタルカメラ。
【請求項３】
　請求項２記載のデジタルカメラであって、
　前記複数の出力部から出力される前記連続領域からの信号を記憶する記憶手段と、
　前記複数の単位補正データに、前記複数の単位補正データの平均値との差が所定値より
も大きい単位補正データが含まれる場合に、前記記憶手段に記憶されている、前記所定値
よりも大きい単位補正データの算出に用いられた光電変換素子行からの信号の高域成分を
遮断する高域遮断手段とを備え、
　前記補正データ算出手段は、前記高域遮断手段の出力信号に基づいて、前記所定値より
も大きい単位補正データの算出に用いられた光電変換素子行に対応する単位補正データを
再度算出し、当該算出した単位補正データと、当該光電変換素子行以外の光電変換素子行
に対応する単位補正データとを用いて、前記補正データを算出するものであるデジタルカ
メラ。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか記載のデジタルカメラであって、
　前記ぼかし部材は、すりガラスを含むデジタルカメラ。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか記載のデジタルカメラであって、
　前記連続領域に含まれる光電変換素子は、それぞれ同一の分光感度の電荷を出力するも
のであるデジタルカメラ。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか記載のデジタルカメラであって、
　前記連続領域と前記ぼかし部材との間、又は、前記ぼかし部材上方にＮＤフィルタを設
けたデジタルカメラ。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか記載のデジタルカメラであって、
　前記固体撮像素子は、前記複数の光電変換素子に蓄積された電荷を前記列方向に転送す
る第１電荷転送部と、前記第１電荷転送部からの電荷を前記行方向に転送する複数の第２
電荷転送部とを含み、
　前記複数の出力部は、前記複数の第２電荷転送部に対応して設けられ、前記複数の第２
電荷転送部から転送される電荷に応じた信号を出力するものであるデジタルカメラ。
【請求項８】
　半導体基板に行方向とこれに直交する列方向に配設された複数の光電変換素子と、前記
複数の光電変換素子に蓄積された電荷に応じた信号を出力する複数の出力部とを含む固体
撮像装置であって、
　前記複数の光電変換素子が配置される領域は、前記複数の出力部に対応して複数のブロ
ックに分割され、
　前記複数のブロックは、それぞれ前記複数の出力部の出力ばらつきを補正するための補
正データを算出するための補正用光電変換素子が配置された補正領域を有し、
　前記複数のブロックの有する複数の補正領域は、それぞれ前記複数のブロックの境界に
おいて他の補正領域と連続する連続領域を含み、
　前記連続領域上方には、前記連続領域に結像する被写体像をぼかすためのぼかし部材が
配置されるものである固体撮像装置。
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【請求項９】
　請求項８記載の固体撮像装置であって、
　前記ぼかし部材は、すりガラスを含む固体撮像装置。
【請求項１０】
　請求項８又は９記載の固体撮像装置であって、
　前記連続領域に含まれる光電変換素子は、それぞれ同一の分光感度の電荷を出力するも
のである固体撮像装置。
【請求項１１】
　請求項８～１０のいずれか記載の固体撮像装置であって、
　前記連続領域と前記ぼかし部材との間、又は、前記ぼかし部材上方にＮＤフィルタを設
けた固体撮像装置。
【請求項１２】
　請求項８～１１のいずれか記載の固体撮像装置であって、
　前記複数の光電変換素子に蓄積された電荷を前記列方向に転送する第１電荷転送部と、
前記第１電荷転送部からの電荷を前記行方向に転送する複数の第２電荷転送部とを含み、
　前記複数の出力部は、前記複数の第２電荷転送部に対応して設けられ、前記複数の第２
電荷転送部から転送される電荷に応じた信号を出力するものである固体撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、固体撮像素子を有するデジタルカメラに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、半導体基板上に複数の光電変換素子が配設されたＣＣＤ等の固体撮像素子におい
て、複数の光電変換素子の配置される領域を複数ブロックに分割し、各ブロックに入力し
た特殊な信号を利用して、複数の光電変換素子に蓄積された電荷に応じた信号を出力する
複数ブロック毎に設けられた複数のＦＤＡ（Floating Diffusion Amplifier）の出力ばら
つきを補正する技術が知られている（特許文献１参照）。
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－３３０３５６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１記載の技術は、特殊な信号を生成するための信号源やその信
号を生成する信号生成部を固体撮像素子内に設けなければならず、実用的ではない。又、
撮像が行われる毎に特殊な信号の生成を行うため、撮像制御が複雑になってしまう。
【０００５】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、固体撮像素子から得られる信号のば
らつきを簡単な構成で補正することが可能なデジタルカメラ及びそれに用いる固体撮像装
置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のデジタルカメラは、半導体基板に行方向とこれに直交する列方向に配設された
複数の光電変換素子と、前記複数の光電変換素子に蓄積された電荷に応じた信号を出力す
る複数の出力部とを含む固体撮像素子を有するデジタルカメラであって、前記複数の出力
部の出力ばらつきを補正するための補正データを算出する補正データ算出手段と、前記複
数の出力部から出力される信号を、前記補正データを用いて補正する補正手段とを備え、
前記複数の光電変換素子が配置される領域は、前記複数の出力部に対応して複数のブロッ
クに分割され、前記複数のブロックは、それぞれ前記補正データを算出するための補正用
光電変換素子が配置された補正領域を有し、前記複数のブロックの有する複数の補正領域
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は、それぞれ前記複数のブロックの境界において他の補正領域と連続する連続領域を含み
、前記連続領域上方には、前記連続領域に結像する被写体像をぼかすためのぼかし部材が
配置され、前記補正データ算出手段は、前記複数の出力部から出力される、前記連続領域
に配置される補正用光電変換素子からの信号に基づいて前記補正データを算出するもので
ある。
【０００７】
　この構成により、連続領域に配置される補正用光電変換素子からの信号に基づいて、複
数の出力部の出力ばらつきを補正するための補正データを算出し、算出した補正データを
用いて、複数の光電変換素子からの信号を補正する。このため、固体撮像素子から得られ
る信号のばらつきを簡単に補正することができる。
【０００８】
　又、本発明のデジタルカメラは、前記連続領域には、前記行方向に配設された光電変換
素子行が、前記列方向に複数含まれており、前記補正データ算出手段は、前記複数の出力
部から出力される前記複数の光電変換素子行からの信号に基づいて、前記複数の出力部の
出力ばらつきを補正するための単位補正データを前記複数の光電変換素子行毎に算出し、
当該算出した複数の単位補正データを用いて、前記補正データを算出するものである。
【０００９】
　この構成により、連続領域に含まれる複数行の各々について複数の単位補正データを算
出し、算出した複数の単位補正データを利用して補正データを算出するため、補正手段に
よる補正の精度を向上させることができる。
【００１０】
　又、本発明のデジタルカメラは、前記複数の出力部から出力される前記連続領域からの
信号を記憶する記憶手段と、前記複数の単位補正データに、前記複数の単位補正データの
平均値との差が所定値よりも大きい単位補正データが含まれる場合に、前記記憶手段に記
憶されている、前記所定値よりも大きい単位補正データの算出に用いられた光電変換素子
行からの信号の高域成分を遮断する高域遮断手段とを備え、前記補正データ算出手段が、
前記高域遮断手段の出力信号に基づいて、前記所定値よりも大きい単位補正データの算出
に用いられた光電変換素子行に対応する単位補正データを再度算出し、当該算出した単位
補正データと、当該光電変換素子行以外の光電変換素子行に対応する単位補正データとを
用いて、前記補正データを算出するものである。
【００１１】
　この構成により、例えば、複数の単位補正データのいずれかに異常がある場合には、異
常がある単位補正データの算出に用いた光電変換素子行からの信号の高域成分を遮断した
上で、その光電変換素子行について、再度単位補正データを算出し、算出した単位補正デ
ータを用いて補正データを算出する。このため、複数の単位補正データのいずれかに異常
があった場合でも、その異常を考慮した処理を行うことができる。
【００１２】
　又、本発明のデジタルカメラは、前記ぼかし部材が、すりガラスを含むものである。
【００１３】
　又、本発明のデジタルカメラは、前記連続領域に含まれる光電変換素子が、それぞれ同
一の分光感度の電荷を出力するものである。
【００１４】
　又、本発明のデジタルカメラは、前記連続領域と前記ぼかし部材との間、又は、前記ぼ
かし部材上方にＮＤフィルタを設けたものである。
【００１５】
　又、本発明のデジタルカメラは、前記固体撮像素子が、前記複数の光電変換素子に蓄積
された電荷を前記列方向に転送する第１電荷転送部と、前記第１電荷転送部からの電荷を
前記行方向に転送する複数の第２電荷転送部とを含み、前記複数の出力部が、前記複数の
第２電荷転送部に対応して設けられ、前記複数の第２電荷転送部から転送される電荷に応
じた信号を出力するものである。
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【００１６】
　又、本発明のデジタルカメラは、前記複数の補正領域が、前記複数の光電変換素子が配
置される領域のうち、画像データを生成するために用いる画像生成用領域と、前記複数の
第２電荷転送部とに挟まれる領域に形成されたものである。
【００１７】
　本発明の固体撮像装置は、半導体基板に行方向とこれに直交する列方向に配設された複
数の光電変換素子と、前記複数の光電変換素子に蓄積された電荷に応じた信号を出力する
複数の出力部とを含む固体撮像装置であって、前記複数の光電変換素子が配置される領域
は、前記複数の出力部に対応して複数のブロックに分割され、前記複数のブロックは、そ
れぞれ前記複数の出力部の出力ばらつきを補正するための補正データを算出するための補
正用光電変換素子が配置された補正領域を有し、前記複数のブロックの有する複数の補正
領域は、それぞれ前記複数のブロックの境界において他の補正領域と連続する連続領域を
含み、前記連続領域上方には、前記連続領域に結像する被写体像をぼかすためのぼかし部
材が配置されるものである。
【００１８】
　又、本発明の固体撮像装置は、前記ぼかし部材が、すりガラスを含むものである。
【００１９】
　又、本発明の固体撮像装置は、前記連続領域に含まれる光電変換素子が、それぞれ同一
の分光感度の電荷を出力するものである。
【００２０】
　又、本発明の固体撮像装置は、前記連続領域と前記ぼかし部材との間、又は、前記ぼか
し部材上方にＮＤフィルタを設けたものである。
【００２１】
　又、本発明の固体撮像装置は、前記複数の光電変換素子に蓄積された電荷を前記列方向
に転送する第１電荷転送部と、前記第１電荷転送部からの電荷を前記行方向に転送する複
数の第２電荷転送部とを含み、前記複数の出力部が、前記複数の第２電荷転送部に対応し
て設けられ、前記複数の第２電荷転送部から転送される電荷に応じた信号を出力するもの
である。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、固体撮像素子から得られる信号のばらつきを簡単な構成で補正するこ
とが可能なデジタルカメラ及びそれに用いる固体撮像装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　図１は、本発明の実施形態を説明するためのデジタルカメラの概略構成を示す図である
。
　図１のデジタルカメラ１００は、撮像部１と、アナログ信号処理部２と、Ａ／Ｄ変換部
３と、駆動部４と、デジタル信号処理部６と、圧縮／伸張処理部７と、表示部８と、シス
テム制御部９と、内部メモリ１０と、メディアインタフェース１１と、記録メディア１２
と、操作部１３とを備える。デジタル信号処理部６、圧縮／伸張処理部７、表示部８、シ
ステム制御部９、内部メモリ１０、及びメディアインタフェース１１は、システムバス２
０に接続されている。
【００２４】
　撮像部１は、被写体の撮影を行うものであり、撮影レンズ１１１と、絞り１１２と、赤
外線カットフィルタ１１３と、光学ローパスフィルタ１１４と、すりガラス１１５と、固
体撮像素子１１６と、ＮＤフィルタ１２３とを備える。
【００２５】
　図２は、固体撮像素子１１６の概略構成を示す図である。
　固体撮像素子１１６は、例えば、ＣＣＤであり、半導体基板表面に行方向（矢印Ｘで示
す方向）とこれに直交する列方向（矢印Ｙで示す方向）に配設された複数の光電変換素子
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と、複数の光電変換素子からの電荷を列方向に転送する垂直転送部とが配置される領域１
１７と、領域１１７に含まれる垂直転送部からの電荷を行方向に転送する複数の水平転送
部１１８及び１１９と、複数の水平転送部１１８及び１１９から転送される電荷に応じた
信号を出力する複数の出力部１２０及び１２１とを備える。出力部１２０及び１２１から
出力される信号（以下、撮像信号ともいう）は、アナログ信号処理部２に入力される。　
出力部１２０及び１２１は、例えばＦＤＡで構成される。尚、本実施形態の固体撮像素子
１１６は、半導体基板表面に複数の光電変換素子が正方格子状に配列されている。
【００２６】
　撮影に際しては、駆動部４を介して光学系の制御が行われる。固体撮像素子１１６は、
操作部１３の一部であるレリーズボタン（図示せず）の操作によるレリーズスイッチ（図
示せず）オンを契機として、所定のタイミングで、駆動部４に含まれるタイミングジェネ
レータ（図１ではＴＧと記載）からの駆動信号によって駆動される。
【００２７】
　領域１１７は、水平転送部１１８及び出力部１２０に対応する分割領域１１７ａと、水
平転送部１１９及び出力部１２１に対応する分割領域１１７ｂとの複数の領域に行方向に
分割されている。これにより、分割領域１１７ａに含まれる光電変換素子に蓄積された電
荷は、分割領域１１７ａに含まれる垂直転送部により水平転送部１１８に転送され、ここ
から出力部１２０に転送される。又、分割領域１１７ｂに含まれる光電変換素子に蓄積さ
れた電荷は、分割領域１１７ｂに含まれる垂直転送部により水平転送部１１９に転送され
、ここから出力部１２１に転送される。
【００２８】
　分割領域１１７ａ及び１１７ｂは、それぞれ出力部１２０及び１２１の出力ばらつきを
補正するため補正データを算出するための補正領域１１７ｃ及び１１７ｄを有する。補正
領域１１７ｃ及び１１７ｄは、分割領域１１７ａ及び１１７ｂの境界において互いに連続
している。尚、補正領域１１７ｃ及び１１７ｄには、行方向に配設される光電変換素子行
１１７ｅが列方向に複数（例えば１０行）含まれている。又、領域１１７の補正領域１１
７ｃ及び１１７ｄを除く画像生成用領域１１７ｆは、画像を生成するために用いる領域で
ある。
【００２９】
　図３は、固体撮像素子１１６及びその周辺の部材の断面を示す図である。
　図３に示すように、固体撮像素子１１６には、半導体基板３１上に、画像生成用領域１
１７ｆと、補正領域１１７ｃ及び１１７ｄと、水平転送部１１８及び１１９とが形成され
ている。画像生成用領域１１７ｆの上方（被写体方向）には、図１に示した光学ローパス
フィルタ１１４と赤外線カットフィルタ１１３とが設けられ、補正領域１１７ｃ及び１１
７ｄの上方には、図１に示したすりガラス１１５とＮＤフィルタ１２３とが設けられてい
る。尚、すりガラス１１５とＮＤフィルタ１２３との配置の順番は逆であっても良い。又
、ＮＤフィルタ１２３及び赤外線カットフィルタ１１３と、光学ローパスフィルタ１１４
及びすりガラス１１５と、固体撮像素子１１６とは、一体にして形成したものとしても良
いし、それぞれ別々に組み込んだものとしても良い。
【００３０】
　すりガラス１１５は、補正領域１１７ｃ及び１１７ｄに結像する被写体像をぼかすため
の部材である。すりガラス１１５により、補正領域１１７ｃ及び１１７ｄに結像する被写
体像はぼけるため、補正領域１１７ｃ及び１１７ｄから得られる信号は、上記補正データ
を算出するのに最適な信号となる。
【００３１】
　アナログ信号処理部２は、撮像部１で得られた撮像信号に所定のアナログ信号処理を施
す。Ａ／Ｄ変換部３は、アナログ信号処理部２で処理後のアナログ信号をデジタル信号に
変換する。Ａ／Ｄ変換部３の出力は、デジタル信号処理部６に送られる。
【００３２】
　駆動部４は、システム制御部９によって所定の駆動信号を出力し、撮像部１、アナログ
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信号処理部２、及びＡ／Ｄ変換部３を駆動する。
【００３３】
　デジタル信号処理部６は、Ａ／Ｄ変換部３からのデジタル信号に所定のデジタル処理を
施して画像データを生成する。デジタル信号処理部６は、出力部１２０及び１２１から出
力される補正領域１１７ｃ及び１１７ｄからの信号に基づいて、上記補正データを算出す
る。デジタル信号処理部６は、出力部１２０及び１２１から出力される画像生成用領域１
１７ｆからの信号を、上記算出した補正データを用いて補正する。デジタル信号処理部６
は、例えばＤＳＰで構成される。
【００３４】
　圧縮／伸張処理部７は、デジタル信号処理部６で得られた画像データ（Ｙ／Ｃデータ）
に対して圧縮処理を施すとともに、記録メディア１２から得られた圧縮画像データに対し
て伸張処理を施す。
【００３５】
　内部メモリ１０は、例えばＤＲＡＭであり、デジタル信号処理部６やシステム制御部９
のワークメモリとして利用される他、記録メディアに１２に記録される撮影画像データを
一時的に記憶するバッファメモリや表示部８への表示画像データのバッファメモリとして
も利用される。メディアインタフェース１１は、メモリカード等の記録メディア１２との
間のデータの入出力を行うものである。
【００３６】
　システム制御部９は、所定のプログラムによって動作するプロセッサを主体に構成され
、撮影動作を含むデジタルカメラ全体の制御を行う。
【００３７】
　以下、デジタルカメラ１００の動作を説明する。
　図４は、本発明の実施形態を説明するためのデジタルカメラの動作フローを示す図であ
る。
　操作部１３により撮影指示が行われると、デジタルカメラ１００は、撮像部１により撮
影を行い、固体撮像素子１１６から得た撮像信号をＡ／Ｄ変換し、変換後のデジタル信号
を内部メモリ１０に一旦記憶する（Ｓ４０１）。
【００３８】
　内部メモリ１０に記憶されている、出力部１２０から出力された補正領域１１７ｃのｉ
（ｉ＝１～１０）行目の信号の波形（ａとする）と、出力部１２１から出力された補正領
域１１７ｄのｉ行目の信号の波形（ｂとする）とは、本来、補正領域１１７ｃと補正領域
１１７ｄとの境界において互いに連続しているはずである。ところが、出力部１２０及び
出力部１２１の出力ばらつきにより、上記２つの波形は上記境界において段差を生じる。
【００３９】
　そこで、デジタル信号処理部６は、内部メモリ１０に記憶されたデジタル信号のうち、
出力部１２０から出力された補正領域１１７ｃのｉ（ｉ＝１～１０）行目の信号と、出力
部１２１から出力された補正領域１１７ｄのｉ行目の信号とを比較し、両者の段差を検出
する。そして、上記検出した段差を解消できるような補正データを、補正領域１１７ｃ及
び補正領域１１７ｄの１０行の光電変換素子行１１７ｅの各々について算出する（Ｓ４０
２）。この各行について求める補正データを、以下では単位補正データという。その後、
デジタル信号処理部６は、上記算出した１０個の単位補正データの平均値を算出する（Ｓ
４０３）。
【００４０】
　平均値の算出後、デジタル信号処理部６は、１０個の単位補正データのうち、平均値と
の差の絶対値が所定値ｔｈよりも大きい単位補正データがあるか否かを判定する。
【００４１】
　判定の結果、平均値との差の絶対値が所定値ｔｈよりも大きい単位補正データがなかっ
た場合（Ｓ４０４：ＹＥＳ）、デジタル信号処理部６は、Ｓ４０３で算出した平均値を、
出力部１２０及び１２１の出力ばらつきを補正するための補正データとする。そして、内
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部メモリ１０に記憶されている画像生成用領域１１７ｆから得られたデジタル信号を、こ
の補正データを用いてゲイン補正し（Ｓ４０５）、ゲイン補正後のデジタル信号に所定の
デジタル信号処理を施す。デジタルカメラ１００は、デジタル信号処理後の画像データを
圧縮して記録メディア１２に記録する（Ｓ４０６）。
【００４２】
　一方、上記判定の結果、平均値との差の絶対値が所定値ｔｈよりも大きい単位補正デー
タがあった場合（Ｓ４０４：ＮＯ）、デジタル信号処理部６は、内部メモリ１０に記憶さ
れている１０行の光電変換素子行１１７ｅからのデジタル信号のうち、その所定値ｔｈよ
りも大きい単位補正データを算出するのに用いた行（例えば１行目とする）からのデジタ
ル信号に対し、そのデジタル信号の高域成分を遮断するフィルタ処理を施し（Ｓ４０７）
、フィルタ処理後のデジタル信号を用いて、再度、１行目について単位補正データを算出
する（Ｓ４０８）。
【００４３】
　その後、デジタル信号処理部６は、Ｓ４０８で算出した１行目に対応する単位補正デー
タと、Ｓ４０３で算出した平均値との差の絶対値が所定値ｔｈよりも大きいか否かを判定
する。
【００４４】
　判定の結果、平均値との差の絶対値が所定値ｔｈよりも小さかった場合（Ｓ４０９：Ｎ
Ｏ）、デジタル信号処理部６は、Ｓ４０８で算出した１行目に対応する単位補正データと
、Ｓ４０２で算出した２～１０行目に対応する９個の単位補正データとの計１０個の平均
値を算出する（Ｓ４１０）。そして、デジタル信号処理部６は、上記平均値を、出力部１
２０及び１２１の出力ばらつきを補正するための補正データとし、内部メモリ１０に記憶
されている画像生成用領域１１７ｆから得られたデジタル信号を、この補正データを用い
てゲイン補正し（Ｓ４１１）、ゲイン補正後のデジタル信号に所定のデジタル信号処理を
施す。デジタルカメラ１００は、デジタル信号処理後の画像データを圧縮して記録メディ
ア１２に記録する（Ｓ４１２）。
【００４５】
　一方、Ｓ４０９の判定の結果、平均値との差の絶対値が所定値ｔｈよりも大きかった場
合（Ｓ４０９：ＹＥＳ）、デジタル信号処理部６は、Ｓ４０５に処理を移行する。
【００４６】
　以上のようにデジタルカメラ１００によれば、補正領域１１７ｃからの信号と補正領域
１１７ｄからの信号とを利用して、出力部１２０及び１２１の出力ばらつきを補正するこ
とができるため、従来のように複雑な構成及び制御を有することなく、良好な画像データ
を得ることができる。
【００４７】
　又、デジタルカメラ１００によれば、補正領域１１７ｃ及び補正領域１１７ｄに含まれ
る１０行の光電変換素子行１１７ｅの各々から、１０個の単位補正データを算出し、算出
した１０個の単位補正データを平均化することで、補正データを算出する。このため、出
力部１２０及び１２１の出力ばらつきの補正を精度良く行うことができる。
【００４８】
　又、デジタルカメラ１００によれば、上記１０個の単位補正データに、他の単位補正デ
ータと著しく異なる値の単位補正データが含まれる場合に、その単位補正データの算出に
用いた行から得られるデジタル信号に高域遮断フィルタ処理を施した上で、再度、その行
について単位補正データを算出し、算出した単位補正データを用いて補正データを算出す
る。
　このため、補正領域１１７ｃ及び１１７ｄから得られるデジタル信号に異常があった場
合でも、その異常を考慮して補正データの算出を行うことができる。又、上記のように単
位補正データを再度算出したにも関わらず、異常が検出される場合には、その異常がデジ
タル信号処理部６の処理上の異常であると判断してＳ４０５の処理に移行するため、誤っ
た補正が行われるのを防ぐことができる。
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【００４９】
　尚、上記では、補正データの算出を行うために、出力部１２０から出力された補正領域
１１７ｃのｉ（ｉ＝１～１０）行目の信号と、出力部１２１から出力された補正領域１１
７ｄのｉ行目の信号とを用いているが、これらの信号全てを利用する必要はない。
　補正データを算出するためには、波形ａと波形ｂとの段差を検出することができ、その
段差が、出力部１２０及び１２１の出力ばらつきによる段差であると判断できる程度の信
号が最低限あれば良く、この信号を利用して補正データを算出すれば良い。この最低限必
要な信号は、補正領域１１７ｃ及び補正領域１１７ｄの各々に含まれる、補正領域１１７
ｃと補正領域１１７ｄとが境界で互いに連続する連続領域（図２中の点線で囲った領域）
から得られる信号であれば良く、上記判断ができる程度（ｉ行目の光電変換素子行からの
信号波形の概略が把握できる程度）の数の光電変換素子がこの連続領域に含まれていれば
良い。
【００５０】
　又、デジタルカメラ１００では、カラー撮影を行うために、画像生成用領域１１７ｆに
含まれる光電変換素子と光学ローパスフィルタ１１４との間には、図示しないカラーフィ
ルタが設けられるが、補正領域１１７ｃ及び補正領域１１７ｄとすりガラス１１５との間
には、カラーフィルタを設けない、又は、単色（上記カラーフィルタのうちのいずれかの
色）のフィルタを設けることが望ましい。これは、補正データを算出するために利用する
信号は、同一の分光感度を持っていた方が扱いやすく、この方が、補正領域１１７ｃ及び
補正領域１１７ｄの行方向に空間周波数の高い被写体があっても、出力部１２０及び１２
１の出力ばらつきの補正を正確に行うことができるためである。
【００５１】
　又、固体撮像素子１１６は、ＭＯＳ型のものを適用することも可能である。又、領域１
１７に配設される複数の光電変換素子の配列は、奇数列のものを偶数列のものに対して光
電変換素子同士の列方向ピッチの略１／２だけ列方向にずらした、いわゆるハニカム配列
等を適用することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明の実施形態を説明するためのデジタルカメラの概略構成を示す図
【図２】本発明の実施形態を説明するためのデジタルカメラの固体撮像素子の概略構成を
示す図
【図３】本発明の実施形態を説明するためのデジタルカメラの固体撮像素子とその周辺部
材の断面を示す図
【図４】本発明の実施形態を説明するためのデジタルカメラの動作フローを示す図
【符号の説明】
【００５３】
１１７　領域
１１７ａ、１１７ｂ　分割領域
１１７ｃ、１１７ｄ　補正領域
１１７ｅ　光電変換素子行
１１８、１１９　水平転送部
１２０、１２１　出力部
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